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図5　「女子だから」といって得をしていること
　　　　　　　　　　　1年生では「教師」
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図6　「女子だから」といって損をしていること
球，サッカーなど「特定の運動ができな
いJに14。0％，2年生は生理現象，トイ
レ，妊娠など「生理的なハンデ」に13。5
％，3年生は職業，地位など「女性の社
会的存在の低さ」に15。9％を，他の学年
に比較して損であると理解する。3年生
は進路選択の時期にも当たり，女性の社
会的地位の低さを現実社会の中で発見し
始めているのだろうか。こういつた不満
は，たとえば「ダメな男子は女のくさっ
た奴と言われるが，女子はダメな男子と
同列なのか」という悲痛な訴えにも見ら
れ，これからは男子のとる女子の位置づけを今一度熟考しなければならないだろう。
V　男子志向への葛藤
　最後に，ここでは女性役割の評価という観点から，男性役割や役割期待に対する女子中学生の
見方へその視点を移してみよう。具体的には「男子はいいな」あるいは「男子でなくてよかっ
た」と思う複雑な心理過程を捉えようとする。
　図7からも明らかなように，「男子はいいな」と思うことがあると答えた者は，1年生62。6％，
2年生51。7％，3年生61。3％と変化し，2年生で低くなっているのに対し，「どちらでもない」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とする比率は高くなっている。これらの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子志向と「生まれ変わる時の性選択」
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図7　「男子はいいな」と思うこと
との関わりを調べると，「男子はいいな」
と思い「生まれ変わるとしたら男子」と
回答した比率は，1年生70。3％，2年生
68．9％，3年生75．3％で，3年生は異性
選択率こそ他の学年に比較してやや低い
が，両者の一一一”es性は高いようである。
　自由記述の内容を分析してみると，
「男子のよさ」について1年生は「性格」
に24。5％，「行動の自由」に19．　6％，「運
動能力」に16。8％，2年生は「行動の自
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由」に28。1％，「性格」に19。3％，「友達関係」に14。9％，3年生は「性格」に27。9％，「友達関
係」に18．6％，「行動の自由」に18。6％などを挙げている。女子中学生は，男子に容認された「行
動の自由」をうらやみながら，男子の「さっぱりした性格」と「オープンな友達関係」に好感や
憧れを持ち，同時に女子の「うじうじした性格」を嫌うと自認している。ある女子は次のような
感想を述べている。「休み時間に遊ぶ時など，男子は外に出てバスケットなどをやって汗をかい
たりしてすごく楽しそうなのに，女子はいくら誘っても外で遊ばず，暗く部屋で話したりしてい、
るとき，男子はいいなあと思う」と。まさに『男子は夕立，女子は霧雨』なのかもしれない。
　他方，「男子でなくてよかった」と思
う傾向は，図8のように1年生34，　4％，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年
2年生30。0％，3年生37。4％を示し，い
ずれもそれを否定する比率を上回ってい
る。その理由を分析すると，学年が進む
につれて，男子は「戦争に行かねばなら
ない」「責任が重い」「妻子を養う」「一
生働く」といった，いわゆる男子に要請
された社会的責務一役割期待と受け取れ
る事柄に対して，自分が女子であるが故
に免れる利点を認めている。この傾向は
1年生24。4％，2年生43．4％，3年生
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國8　「男子でなくてよかった」と思うこと
61。5％と学年とともに急上昇を示すのである。
VI結　語
　本研究は，幅広い観点から女子青年の性差意識を調査し，その現象的な意識内容を明らかにし
ょうと試みたものである。従来の，特に性役割研究では，厳密な統計的手法を用いて性役割スケ
ールを開発し，それによる性役割観や性役割行動の心理学的意味が測定・評価されてきた。本研
究もその過程の一環として，自己の「性」に対する認識，特に判断の前提になる自己意識の根拠
を把握したいと考えたのである。
　調査結果を概観すると，ここでの対象である女子中学生の分析内容から，いろいろな意味でど
うも中学2年生が転換期を形成しているらしいことが揃い出されたのである。発達的にスムーズ
な進行を示さないようである。女子が同性よりも異性をポジティヴに評価するようになる転換期
が中学2年生との報告が多い中で，質問方法によってはこの時期以降に女子の卑小感が増大する
傾向も見られる。その理由として，たとえば女子は将来への展望が持てなくなるとか，対外的に
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自己表現欲求の増大につながるころなどの解釈が可能かもしれない。自己の女性性を得と感じる
反面，それを損とも感じることが多く，実に流動的である。異性への憧れは，単に性的関心や性
的興奮から発展した性衝動の対象でしかないのだろうか。
　調査の範囲から理解できるのは，たとえば「女子に多く期待されている社会的しきたり」に反
発し，同時にそれが男子には許されていることへの不満，さらに男子には比較的容認される「行
動の自由」，「男子は夕立，女子は霧雨」に代表される男子特有のさっぱりした性格，男子の「オ
ープンな友達関係」などに対して，女子自身がすでに役割期待を固定化させ，憧れという形で距
離感を保とうとしていると思われる。しかし，このように自己の女性役割を積極的に肯定しない
ことが彼女達の性役割観かと言えば，必ずしもそうではない。たとえば「戦争」「仕事」「責任」
といった本来は平等であるはずの社会的責務が，男性主導で行なわれている現状を一面で受け入
れて，自分が女子であるために免れる利点を，ここぞという時にはっきりと述べており，まさし
く彼女達のアンビバレントな感情が表出していると言えるのである。
　今後は，多様な回答の中から相互の関連性をさらに検討し，種々の発達段階にある青少年の性
差意識や性役割観の一層深い心理学的意味を追究していきたいと考えている。
　参考文献
　天野隆雄：「女子生徒の心理とその教育」，早稲田大学出版部，1975．
　東清和・小倉千加子：「性差の発達心理」，大日本図書，1982．
　福富　護：「性の発達心理学」，福村出版，1983．
　　間宮　武「性差心理学」，金子書房，1979。
　東京都幼稚園・小・中・高等学校性教育研究会連絡協議会（編）：「現代っ子の性」，教育開発研究所，「
　1984．
　津留　宏（編）：「性差心理学」，朝倉書店，1970。
　依田　平他（編）：「現代青年の性意識」，現代青年心理学講座，5，金子書房，1973．
